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アウトライン 



調査方法 ①調査員調査、②インターネットモニター（IM）調査 

調査対象 全国（10地方）の専用住宅に居住する主世帯 

調査対象 
期間 

平成26年10月～平成27年9月 ※毎月調査を実施（全14回の調査） 

調査世帯数 
          回収目標   /   調査世帯数  /    集計世帯数 
①調査員調査 4,000世帯  /   8,802世帯  /    5,995世帯（68.1％） 
②ＩＭ調査  4,000世帯  /   7,600世帯  /    5,637世帯（74.2％） 

調査項目 
電気・ガス・灯油・ガソリン・軽油の使用量等（12か月分） 
属性事項（世帯属性、住宅属性、機器使用状況、車両使用状況、 
     省エネルギー行動実施状況等） 

調査実施 
機関 

（株）インテージ 
（株）インテージリサーチ 
（株）住環境計画研究所 
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全国試験調査の概要 
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調査方法 

○調査員調査 

 住民基本台帳から無作為に抽出し
た世帯に、直接調査員が訪問して
調査を依頼する方法 

 調査票の回収は訪問回収と郵送回
収を併用 

 調査の回答は紙媒体かWEB画面の
調査票のいずれかを選択可能 

 

 

○ IM調査 

 民間事業者が保有するIMパネルか
ら抽出した世帯に調査を依頼する
方法 

 調査の回答はWEB画面で行う。 
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層設定① 

○地方10区分、都市階級3区分の30層に層化して調査を行っ
た。 

 地方区分については、エネルギー消費の地域特性と既存統計調査の
区分を参考に10区分の層設定とした。 

 都市階級については、特にIM調査において都市部への偏りが懸念さ
れるため3区分の層設定とした。 
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層設定② 

都市階級 定義 

都市階級① 都道府県庁所在市（東京都は区部）及び政令指令都市 

都市階級② 人口5万人以上の市 

都市階級③ 人口5万人未満の市及び町村 

地方区分 都道府県 

北海道 北海道 

東北 青森県、岩手県、宮城県、秋田県、山形県、福島県 

関東甲信 
茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、山梨
県、長野県 

北陸 新潟県、富山県、石川県、福井県 

東海 岐阜県、静岡県、愛知県、三重県 

近畿 滋賀県、京都府、大阪府、兵庫県、奈良県、和歌山県 

中国 鳥取県、島根県、岡山県、広島県、山口県 

四国 徳島県、香川県、愛媛県、高知県 

九州 福岡県、佐賀県、長崎県、熊本県、大分県、宮崎県、鹿児島県 

沖縄 沖縄県 
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地方別都市階級別集計世帯数 

地方 合計 

北海道 519 

東北 584 

関東甲信 1,013 

北陸 517 

東海 650 

近畿 689 

中国 541 

四国 493 

九州 555 

沖縄 434 

全国計 5,995 

○ 調査員調査、IM調査は各地方300世帯以上 
○ 調査員調査とIM調査を合わせた統合集計は各地方700世帯以上、関東甲
信は約2000世帯 
 

合計 

492 

529 

989 

468 

610 

670 

525 

464 

570 

320 

5,637 

都市階級 
① 

都市階級 
② 

都市階級 
③ 

合計 

379 371 261 1,011 

346 486 281 1,113 

894 965 143 2,002 

372 388 225 985 

422 694 144 1,260 

548 696 115 1,359 

362 528 176 1,066 

407 251 299 957 

496 360 269 1,125 

202 360 192 754 

4,428 5,099 2,105 11,632 

【調査員調査】 【IM調査】 【統合集計】 
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家庭CO2統計の環境省HP 

出所：「家庭からの二酸化炭素排出量の推計に係る実態調査 試験調査」https://www.env.go.jp/earth/ondanka/ghg/kateitokei.html 
 

政府統計の総合窓口 

（e-Stat)へのリンク 

https://www.env.go.jp/earth/ondanka/ghg/kateitokei.html
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e-Stat（政府統計の総合窓口） 

出所：https://www.e-stat.go.jp/SG1/estat/GL08020101.do?_toGL08020101_&tstatCode=000001084775&requestSender=search 
 

インターネット 

モニター調査 

調査員調査 

統合集計 地方別 

○調査結果は調査方法別に同じ種類の統計表を掲載。 
○環境省としては「統合集計」の利用を推奨 
○各地方も、全国と同じ種類の情報を掲載。 
  ※ただしサンプルサイズの関係で選択肢を統合している項目もある。 
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e-Stat掲載表について 

掲載表の表番号の基本的な整理は下記の通り 

○表番号1 ：基本属性 

○表番号2 ：機器（使用台数、購入時期など） 

○表番号3 ：生活行動・省エネルギー行動 

○表番号4 ：エネルギー種別使用用途 

○表番号5-1：月別エネルギー種別エネルギー消費量 

○表番号5-2：年間エネルギー種別エネルギー消費量 

○表番号5-3：月別エネルギー種別CO2排出量 

○表番号5-4：年間エネルギー種別CO2排出量 

○表番号5-5：年間用途別エネルギー消費量 

○表番号5-6：年間用途別CO2排出量 

○表番号5-7：年間エネルギー種別支払金額 
 
（注）エネルギー種別 ：電気、都市ガス、LPガス、灯油、太陽光発電量、太陽光

売電量、ガソリン、軽油 
   用途別 ：暖房、冷房、給湯、台所用コンロ、照明・家電製品等、

自動車用燃料 
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e-Stat（政府統計の総合窓口）の掲載一覧の例 

出所：https://www.e-stat.go.jp/SG1/estat/GL08020101.do?_toGL08020101_&tstatCode=000001084775&requestSender=search 
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集計表の例（統合集計 全国 第2-6表から抜粋） 

出所：家庭からの二酸化炭素排出量の推計に係る実態調査 全国試験調査 統合集計 
   全国 <第2-6表>基本項目（世帯・住宅）別-機器の種類（給湯器の種類～自動車の実際の燃費（3台目）)から抜粋 

○属性別の普及実態が把握できる。 

属性

電気ヒー
トポンプ
式給湯機
（エコ
キュート
など）

電気温水
器

ガス給湯
器・風呂
釜

ガス小型
瞬間湯沸
器（台所
等で専用
のもの）

灯油給湯
器・風呂
釜

太陽熱温
水器（タ
ンクと集
熱部が一
体となっ
ているも
の）

太陽熱利
用給湯シ
ステム
（タンク
と集熱部
が分かれ
ているも
の）

ガスエン
ジン発
電・給湯
器（エコ
ウィル）

家庭用燃
料電池
（エネ
ファー
ム）

その他

給湯器・
給湯シス
テムはな
い

全国 100,000 11,632 12.4 7.8 70.6 7.3 9.5 1.3 0.4 0.3 0.2 0.1 0.2
地方別

北海道 4,685 1,011 2.6 12.1 41.1 3.8 44.4 0.1 0.0 0.3 0.0 0.0 0.6
東北 6,584 1,113 14.5 9.4 44.1 8.6 33.2 0.2 0.1 0.0 0.1 0.2 0.1
関東甲信 37,088 2,002 9.2 4.2 82.9 8.0 4.3 0.6 0.3 0.1 0.1 0.1 0.1
北陸 3,744 985 21.1 12.0 52.0 7.4 16.4 0.0 0.3 0.4 0.0 0.0 0.2
東海 11,049 1,260 15.2 6.4 74.5 6.1 3.7 1.8 0.4 0.4 0.3 0.1 0.1
近畿 16,659 1,359 11.3 6.8 78.9 9.5 1.8 1.0 0.2 1.2 0.5 0.0 0.2
中国 5,796 1,066 18.9 16.3 55.6 5.4 10.8 3.0 0.8 0.2 0.1 0.4 0.3
四国 3,101 957 21.3 13.4 51.1 5.4 14.3 4.2 1.5 0.3 0.2 0.0 0.5
九州 10,285 1,125 16.6 12.7 60.1 5.2 10.4 3.8 1.0 0.2 0.3 0.3 0.6
沖縄 1,008 754 4.7 8.4 66.0 1.5 20.1 0.7 0.4 0.0 0.0 0.0 0.5

建て方別・世帯類型別
戸建

単身・高齢 5,636 570 8.0 10.5 64.4 9.9 19.1 3.0 0.2 0.6 0.0 0.5 0.3
単身・若中年 3,434 295 16.1 12.1 51.7 4.8 19.4 1.2 0.0 0.7 0.0 0.7 0.5
夫婦・高齢 8,403 1,342 13.8 9.7 56.1 8.5 21.5 3.4 0.6 0.2 0.4 0.0 0.0
夫婦・若中年 2,935 448 20.4 10.9 51.6 2.0 17.4 1.2 1.3 0.4 0.3 0.0 0.0
夫婦と子・高齢 6,469 926 16.7 8.9 60.3 8.7 15.6 2.9 0.6 0.7 0.3 0.3 0.0
夫婦と子・若中年 14,094 2,039 33.1 11.0 46.5 1.9 8.9 1.1 0.6 1.0 0.5 0.0 0.0
その他 13,552 2,141 22.2 9.3 50.2 6.1 18.7 3.0 1.1 0.3 0.5 0.1 0.0
不明 1,310 213 18.6 8.3 60.4 7.2 14.6 1.2 2.2 0.2 0.0 0.0 0.0

集合
単身・高齢 7,444 315 0.5 6.9 90.7 18.8 1.8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.2
単身・若中年 14,571 877 0.5 4.7 93.1 5.7 0.8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.4
夫婦・高齢 2,785 282 1.3 8.3 90.2 11.0 0.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.7
夫婦・若中年 3,619 443 2.4 3.6 92.6 5.3 1.7 0.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
夫婦と子・高齢 1,720 148 0.6 2.3 98.0 14.0 0.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
夫婦と子・若中年 8,583 994 3.6 3.1 92.4 6.3 0.8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.1
その他 4,426 529 1.6 5.5 92.4 9.2 1.7 0.0 0.2 0.0 0.0 0.0 0.3
不明 1,020 70 0.0 1.6 96.7 11.8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

集
計
世
帯
数

[

世
帯

]

給湯器・給湯システムの種類

世帯数分布
[%]

世
帯
数
分
布

（

抽
出
率
調
整
）
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集計表の例（統合集計 北海道 第3-2表から抜粋） 

○属性別の機器の使用状況が把握できる。 

出所：家庭からの二酸化炭素排出量の推計に係る実態調査 全国試験調査 統合集計 
   北海道 <第3-2表>基本項目（世帯・住宅）別・機器の使用状況別-暖房使用状況（最も使用時間の長い暖房機器～暖房室数）から抜粋 

最もよく使う暖房機器の寒い時期の平日の使用時間

属性 世帯数分布
[%]

2時間
未満

2時間～
4時間
未満

4時間～
8時間
未満

8時間～
12時間
未満

12時間～
16時間
未満

16時間～
20時間
未満

20時間～
24時間
未満

24時間

全体 4,685 1,011 2.0 6.1 14.3 16.9 16.8 14.2 4.2 25.0
建て方別

戸建 2,548 705 0.6 1.5 7.4 12.4 16.1 19.0 4.4 38.1
集合 2,137 306 3.7 11.6 22.5 22.3 17.5 8.5 4.1 9.5

都市階級別
都市階級1 1,897 379 2.8 9.1 13.7 18.6 16.2 13.6 4.7 20.9
都市階級2 1,595 371 1.8 3.3 15.3 13.4 15.9 15.2 2.9 31.6
都市階級3 1,193 261 0.9 5.1 13.8 18.9 18.8 13.8 5.2 22.7

世帯類型別（4区分）
単身 1,601 184 4.3 10.2 20.0 22.2 16.1 5.6 2.8 17.5
夫婦 1,074 288 0.6 3.1 13.2 13.8 17.8 22.1 4.6 24.7
夫婦と子 1,159 309 0.3 2.6 10.2 14.0 17.3 17.6 5.2 32.0
その他 815 221 1.6 7.1 10.4 13.9 16.3 15.3 4.5 30.9
不明 35 9 0.0 0.0 7.7 33.7 7.9 25.4 17.6 7.7

世帯類型別（2区分）
単身 1,601 184 4.3 10.2 20.0 22.2 16.1 5.6 2.8 17.5
2人以上 3,084 827 0.8 4.0 11.3 14.1 17.1 18.7 5.0 28.9
不明 0 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

建て方別・世帯類型別
戸建

単身 480 81 1.0 3.0 13.8 7.3 15.0 10.1 4.7 42.8
夫婦 692 211 0.4 0.0 5.9 13.6 16.5 26.9 5.4 31.2
夫婦と子 791 237 0.5 1.0 6.0 14.0 15.0 18.5 3.0 41.1
その他 568 170 0.5 2.6 5.4 12.2 18.1 17.4 5.0 38.7
不明 16 6 0.0 0.0 16.5 33.5 16.9 16.5 0.0 16.5

集
計
世
帯
数

[

世
帯

]

世
帯
数
分
布

（

抽
出
率
調
整
）

0

5
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15
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40

2時間

未満

2時間～

4時間

未満

4時間～

8時間

未満

8時間～

12時間

未満

12時間～

16時間

未満

16時間～

20時間

未満

20時間～

24時間

未満

24時間

世
帯
数
割
合

[%
]

最もよく使う暖房機器の寒い時期の平日の使用時間[時間/日]

戸建 集合
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集計表の例（統合集計 全国 第5-6-1表から抜粋） 

出所：家庭からの二酸化炭素排出量の推計に係る実態調査 全国試験調査 統合集計 
   全国 <第5-6-1表>基本項目（世帯・住宅）別-年間用途別二酸化炭素排出量から抜粋 
注 ：用途別の全国の集計世帯数10,836、自動車用燃料の集計世帯数は10,932と異なる。 

○住宅内でのエネルギーの使用と自動車用燃料の使用を把握
できる。 

○世帯数分布も把握できる。 
年間用途別二酸化炭素排出量
用途別

属性 世帯数 集計 平均
分布 世帯数

（抽出率調整） [世帯] [t-CO2/

世帯・
年]

0.05t-CO2
未満

0.05～

0.1t-CO2
未満

0.1～

0.25t-CO2
未満

0.25～

0.5t-CO2
未満

0.5～

0.75t-CO2
未満

0.75～1

t-CO2未満
1～2t-CO2

未満

2～4t-CO2
未満

4～6t-CO2
未満

6～8t-CO2
未満

8t-CO2以

上

全国 全国 94,586 10,836 0.76 8.2 4.4 14.0 22.0 15.5 11.6 17.5 5.8 0.9 0.2 0.1
地方別

北海道 4,176 871 1.93 0.6 1.6 2.9 9.0 10.1 8.5 26.4 32.7 5.7 1.9 0.6
東北 6,024 1,010 1.61 2.4 1.0 5.7 10.9 9.4 12.3 30.3 20.7 5.9 1.3 0.2
関東甲信 35,621 1,907 0.58 9.3 5.0 17.1 24.9 15.5 11.3 14.8 2.0 0.2 0.0 0.0
北陸 3,470 915 1.55 1.5 1.9 4.3 10.0 12.0 11.5 31.3 22.4 4.5 0.4 0.1
東海 10,381 1,178 0.67 5.0 4.8 13.2 24.7 17.4 14.3 17.6 3.0 0.1 0.1 0.0
近畿 15,979 1,293 0.57 10.0 5.4 14.9 24.6 17.6 11.2 14.2 2.1 0.1 0.0 0.0
中国 5,463 1,001 0.86 4.7 2.8 11.5 16.9 17.2 14.9 24.7 7.0 0.5 0.0 0.0
四国 2,917 897 0.67 6.7 2.9 13.9 23.6 20.0 9.5 19.9 3.2 0.3 0.0 0.0
九州 9,590 1,041 0.57 8.0 5.4 17.8 25.4 16.6 10.7 13.4 2.6 0.0 0.0 0.0
沖縄 966 723 0.02 92.4 2.5 3.6 0.9 0.5 0.1 0.1 0.0 0.0 0.0 0.0

建て方別
戸建 51,085 7,233 1.08 2.6 1.6 6.0 17.0 17.5 15.8 27.5 10.0 1.7 0.3 0.1
集合 43,501 3,603 0.38 14.8 7.6 23.3 27.8 13.1 6.6 5.9 0.9 0.0 0.0 0.0

地方別・建て方別
北海道

戸建 2,083 573 2.82 0.7 0.0 0.5 1.4 2.7 2.8 22.5 53.2 11.1 3.9 1.3
集合 2,093 298 1.05 0.6 3.2 5.2 16.6 17.3 14.1 30.4 12.3 0.3 0.0 0.0

東北
戸建 4,230 827 2.04 0.8 0.2 0.8 4.5 7.6 11.0 35.4 29.1 8.3 1.8 0.4
集合 1,794 183 0.60 6.0 2.9 17.4 25.8 13.5 15.4 18.0 1.0 0.0 0.0 0.0

関東甲信
戸建 16,772 1,095 0.86 2.2 1.7 5.9 20.6 19.2 18.5 27.4 4.0 0.4 0.0 0.0
集合 18,849 812 0.33 15.6 7.9 27.1 28.7 12.1 5.0 3.5 0.2 0.0 0.0 0.0

北陸
戸建 2,612 764 1.87 0.6 0.1 1.6 5.8 8.5 10.0 37.0 29.8 6.0 0.5 0.2
集合 858 151 0.57 4.1 7.3 12.6 22.7 23.0 16.3 14.0 0.0 0.0 0.0 0.0

東海
戸建 6,201 796 0.87 2.3 1.9 7.2 17.2 21.4 19.3 25.8 4.8 0.1 0.1 0.0
集合 4,180 382 0.38 9.0 9.0 22.1 35.8 11.5 6.9 5.3 0.5 0.0 0.0 0.0

近畿
戸建 7,717 807 0.82 2.2 1.7 7.1 21.0 21.1 17.3 25.7 3.8 0.1 0.0 0.0
集合 8,262 486 0.33 17.3 8.9 22.1 27.9 14.3 5.5 3.5 0.4 0.0 0.0 0.0

暖房

世帯数分布[%]

0.8 

1.9 1.6 
0.6 

1.6 
0.7 0.6 0.9 0.7 0.6 0.41

0.8 

1.0 
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集計表の例（統合集計 全国 第5-1-1表から抜粋） 

出所：家庭からの二酸化炭素排出量の推計に係る実態調査 全国試験調査 統合集計 
   全国 <第5-1-1表>基本項目（世帯・住宅）別-月別エネルギー種別エネルギー消費量から抜粋 
注 ：グラフの太陽光発電量と太陽光売電量はGJ単位の掲載値をkWhに換算して示している。 

○太陽光発電の使用世帯当たり発電量及び売電量を把握できる。 

○年間発電量4808kWh、年間売電量3417kWhより自家消費比
率は約29%と計算できる。 

太陽光発電の発電量・売電量
発電・売電別

太陽光発電量 太陽光売電量
属性 世帯数 不明世帯率 集計

分布 （抽出率調整） 世帯数
（抽出率調整） [%] [世帯] 2014年

10月
2014年
11月

2014年
12月

2015年
1月

2015年
2月

2015年
3月

2015年
4月

2015年
5月

2015年
6月

2015年
7月

2015年
8月

2015年
9月

全国 6,794 24.6 905 1.41 1.21 0.97 1.06 1.14 1.38 1.60 2.00 1.76 1.57 1.76 1.45
地方別 392 336 269 294 317 383 444 556 489 436 489 403

北海道 120 13.7 31 1.40 1.09 0.66 0.54 0.83 1.09 1.69 2.20 1.83 1.87 1.74 1.56
東北 464 30.7 86 1.57 1.16 0.79 0.71 0.86 1.36 1.76 2.26 2.01 1.84 1.68 1.32
関東甲信 2,293 22.4 150 1.18 1.02 0.95 1.08 1.17 1.35 1.48 1.80 1.64 1.47 1.52 1.19
北陸 161 22.7 48 1.48 1.05 0.59 0.47 0.67 1.18 1.53 2.22 1.98 1.85 1.97 1.59
東海 1,035 30.8 132 1.45 1.24 1.08 1.22 1.28 1.42 1.56 1.98 1.78 1.53 1.78 1.50
近畿 817 21.7 83 1.35 1.14 0.85 0.83 0.86 1.13 1.43 2.00 1.76 1.48 1.74 1.47
中国 541 18.9 109 1.52 1.39 1.02 0.99 1.10 1.39 1.71 2.02 1.91 1.64 1.90 1.58
四国 281 18.6 95 1.69 1.46 1.12 1.27 1.43 1.69 1.81 2.40 1.91 1.72 2.08 1.71
九州 1,020 28.5 126 1.64 1.54 1.11 1.36 1.36 1.57 1.86 2.14 1.68 1.51 2.12 1.79
沖縄 62 32.6 45 2.73 2.36 1.68 1.66 1.70 2.09 2.46 2.64 2.91 3.30 3.09 2.83

建て方別
戸建 6,741 24.2 900 1.41 1.21 0.97 1.06 1.14 1.38 1.60 2.00 1.76 1.57 1.76 1.45
集合 53 75.4 5 Q Q Q Q Q Q Q Q Q Q Q Q

地方別・建て方別
北海道

戸建 120 13.7 31 1.40 1.09 0.66 0.54 0.83 1.09 1.69 2.20 1.83 1.87 1.74 1.56
集合 0 0.0 0 - - - - - - - - - - - -

東北
戸建 464 30.7 86 1.57 1.16 0.79 0.71 0.86 1.36 1.76 2.26 2.01 1.84 1.68 1.32
集合 0 0.0 0 - - - - - - - - - - - -

関東甲信
戸建 2,253 21.0 147 1.18 1.02 0.95 1.08 1.17 1.35 1.48 1.80 1.64 1.47 1.52 1.19
集合 40 100.0 3 x x x x x x x x x x x x

北陸
戸建 161 22.7 48 1.48 1.05 0.59 0.47 0.67 1.18 1.53 2.22 1.98 1.85 1.97 1.59
集合 0 0.0 0 - - - - - - - - - - - -

東海
戸建 1,035 30.8 132 1.45 1.24 1.08 1.22 1.28 1.42 1.56 1.98 1.78 1.53 1.78 1.50
集合 0 0.0 0 - - - - - - - - - - - -

近畿
戸建 817 21.7 83 1.35 1.14 0.85 0.83 0.86 1.13 1.43 2.00 1.76 1.48 1.74 1.47
集合 0 0.0 0 - - - - - - - - - - - -

中国
戸建 541 18.9 109 1.52 1.39 1.02 0.99 1.10 1.39 1.71 2.02 1.91 1.64 1.90 1.58
集合 0 0.0 0 - - - - - - - - - - - -
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家庭CO2統計を使った対策への活用例①-1 

【目的】省エネの促進のため、普及啓発資料に世帯の光熱費
を掲載したい。 

 

○詳細な属性として、例えば北海道の建て方別世帯人数別の
支払金額のデータを活用することができる。 

 ※CO2排出量、エネルギー消費量での掲載も可能。 

○建て方別世帯人数別支払金額のデータは＜第5-7-1表＞に掲
載。 

 出所：家庭からの二酸化炭素排出量の推計に係る実態調査 全国試
験調査 統合集計，北海道<第5-7-1表>基本項目（世帯・住宅）別
-年間エネルギー種別支払金額 
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家庭CO2統計を使った対策への活用例①-2 

出所：家庭からの二酸化炭素排出量の推計に係る実態調査 全国試験調査 統合集計，北海道<第5-7-1表>基本項目（世帯・住宅）別-年間エネルギ
ー種別支払金額から抜粋 

 

＜掲載例＞ 

戸建住宅に住む3人世帯の場合、平均的な年間光熱費は30.6万
円です。 

○建て方別世帯人数別の光熱費を効率的に表現することがで
きる。 

【戸建】 【集合】 
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家庭CO2統計を使った対策への活用例①-3 

出所：家庭からの二酸化炭素排出量の推計に係る実態調査 全国試験調査 統合集計，北海道<第5-7-1表>基本項目（世帯・住宅）別-年間エネルギ
ー種別支払金額から抜粋 

 

＜掲載例＞ 
北海道の戸建住宅に住む3人世帯の平均的な年間光熱費は
30.6万円です。同じ属性の約2割の世帯は25万円未満で生活
しています。 平均30.6万円 

○光熱費の分布から自分の光熱費がどの程度のレベルにある
のか比較することが可能。 
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家庭CO2統計を使った対策への活用例②-1 

【目的】冷蔵庫を複数台使用している世帯の属性を把握したい。 

 

○冷蔵庫の使用台数に関するデータは＜第2-1表＞に掲載。 

 出所：家庭からの二酸化炭素排出量の推計に係る実態調査 全国試験調
査 統合集計， 全国<第2-1表>基本項目（世帯・住宅）別-機器の使用
数量（テレビ～ガスオーブン） 
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家庭CO2統計を使った対策への活用例②-2 

【冷蔵庫の使用台数】 

○冷蔵庫を複数台使用している世帯は、戸建に多い。 

○戸建に限定すると、世帯主年齢が50歳以上の世帯の2割超
が2台以上使用している。 

○1995年以前に建てられた戸
建住宅に住む世帯の2割超が
2台以上使用している。 

出所：家庭からの二酸化炭素排出量の推計に係る実態調査 全国試験調査 統合集計， 全国<第2-1表>基本項目（世帯・住宅）別-機器の使用数量（
テレビ～ガスオーブン）から抜粋 
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家庭CO2統計を使った対策への活用例③-1 

【目的】住宅の二重サッシ又は複層ガラス（二重窓等）を採用
している世帯の普及状況を把握したい。 

 

○二重サッシ又は複層ガラス（二重窓等）の採用に関するデー
タは＜第1表＞に掲載。 

 出所：家庭からの二酸化炭素排出量の推計に係る実態調査 全国試
験調査 統合集計， 全国<第1表>基本項目（世帯・住宅）別-世帯
人数、住宅の建て方等 
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家庭CO2統計を使った対策への活用例③-2 

【二重窓等の採用状況】 

○二重窓等の採用率は持ち家割合の高い戸建に多い。集合は賃
貸が多いこともあり、集合全体としては普及は遅れている。 

○戸建に限定すると、世帯年収によらず3割超の世帯が二重窓等
を採用しており、一定の普及が進んでいる。しかしながら、
250万円未満の世帯は1000～1500万円未満の世帯の約半分
程度の採用率である。 
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出所：家庭からの二酸化炭素排出量の推計に係る実態調査 全国試験調査 統合集計， 全国<第1表>基本項目（世帯・住宅）別-世帯人数、住宅の建
て方等から抜粋 
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家庭CO2統計を使った対策への活用例④-1 

【目的】世帯の省エネ行動実施率が平均に比べ高いのか知りた
い。 

 

○家庭CO2統計では18項目の省エネ行動実施状況を調査して
おり、同様の設問のチェックシートを作ることで比較可能。 

○省エネ行動実施状況に関するデータは＜第3-5表＞に掲載。 

 出所：家庭からの二酸化炭素排出量の推計に係る実態調査 全国試
験調査 統合集計， 全国<第3-5表>基本項目（世帯・住宅）別・機
器の使用状況別-省エネルギー行動実施状況 
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

(1) シャワーを使うときは、不必要に流したままにしない

(2) 家族が続けて入浴するようにしている

(3) 食器を手洗いするときは、お湯を流したままにしない

(4) 台所でお湯を使う場合は、温度を低めにしている

(5) 給湯器を使用しないときは、コントローラー（リモコン）の電源を切るようにしている

(6) テレビの明るさを抑えている

(7) テレビを使用しないときは主電源をオフにしている

(8) 冷蔵庫の温度設定を夏は“中”以下、他の季節は“弱”にしている

(9) 冷蔵庫に物をつめこみ過ぎないようにしている

(10) 温水洗浄便座の温水の設定温度を低めにしている

(11) 冬以外は暖房便座機能を使用しない

(12) パソコンを使用しないときは電源を切るか低電力モード（“スリープ”など）に切り…

(13) モデム・ルータ等を必要のないときはオフにしている

(14) 炊飯器の保温機能を極力使用しないようにしている

(15) 状況に応じて照明の明るさを調整している（減灯や自動調光機能の利用を含む）

(16) 短時間でも場所を離れるときは消灯を心がけている

(17) 鍋ややかんでお湯を沸かすときは水を適量にしている

(18) 自動車をゆっくり加速させるなど、燃費の良い運転を心がけている
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家庭CO2統計を使った対策への活用例④-2 

出所：出所：家庭からの二酸化炭素排出量の推計に係る実態調査 全国試験調査 統合集計， 全国<第3-5表>基本項目（世帯・住宅）別・機器の使用
状況別-省エネルギー行動実施状況から抜粋 

 

○世帯の実施状況を項目ごとに比較することができる。 
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まとめ 

○今後は全国試験調査をより使いやすいように提供していく
予定。 

 WEBコンテンツ、紹介資料の充実など 

 

○CO2排出量、エネルギー消費量、支払金額と影響する属性
を一体的に把握することが可能。 

○建て方、世帯類型、建て方別世帯類型などの属性別の機器
及びエネルギーの使用状況など様々な集計表を掲載。 

○エネルギー消費量などの数量項目は平均値に加え、世帯数
分布を掲載。 

○太陽光発電の発電量、売電量、設備容量が把握可能。 
 エネ種別消費量にはPVは含まない。用途別消費量にはPVを含む。 
 CO2排出量ではPVのCO2排出係数は0として計算している。 
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今後のスケジュール 

○2017年4月から全国試験調査と同規模の調査（12か月）を
実施。 

○2018年9月に速報値の公表、2019年3月に確報値の公表と
e-Statの掲載を予定。 

○以降、当面は毎年度同じスケジュールで実施を予定。 
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（参考）集計世帯数 

調査員調査 IM調査 統合 

エネルギー種別 5,995 5,637 11,632 

用途別 5,546 5,290 10,836 

自動車用燃料 5,720 5,212 10,932 

○「エネルギー種別」の集計世帯数は11,632世帯 

○「用途別」の集計世帯数は「エネルギー種別」に比べ約7%
少ない10,836世帯 

【用途推計の対象外とする例】 

 太陽光発電の自家消費量が不明の世帯 

 コージェネレーションシステムを使用している世帯 

 給湯システムの熱源が不明の世帯 

 融雪用途が除外できない世帯 

○「自動車用燃料」の集計世帯数は「エネルギー種別」に比
べ約6%少ない10,932世帯 
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（参考）結果の推定 

調査結果は建て方割合、単身世帯割合が母集団とかい離して
いたことから、地方10区分×建て方（戸建て、集合）2区分×
単身・2人以上2区分の計40区分の世帯数分布の調整を行った
。 
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（参考）標準誤差率 
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があることを認識して使用することが大切。 
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（参考）既存統計との比較 

注1）「総合エネ統計」は、総合エネルギー統計のエネルギー消費量を、電力、都市ガスは国勢調査2015の
住宅に住む主世帯、LPガス、灯油は住民基本台帳の2015年1月1日時点の世帯数で除して算出。 

注2）「総合エネ統計」の都市ガスは簡易ガスを含む。 
注3）「都市ガス供給」は、ガス事業生産動態統計のガス供給量を国勢調査2015の住宅に住む主世帯で除し

て算出。 
注4）括弧内の数値はエネルギー消費量を3.6MJ/kWhで除して算出。 
出所：水谷ら，家庭からの二酸化炭素排出量の実態調査 その2 既存統計との比較と統合集計結果，日本建築学会大会学術講演梗概集（九州）, 

P1077-1078, 2016 年 8 月を基に総合エネ統計、都市ガス供給の値を更新。 
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（参考）家庭CO2統計で使用した換算係数、排出係数 

電気 都市ガス LPガス 灯油 

熱量換算係数 
（高位） 

3.6 
MJ/kWh 

各事業者の 
発熱量 

50.06 
MJ/kg 

36.49 
MJ/L 

CO2排出係数 
居住地域に電気を供給する 
一般電気事業者の実排出係数 

13.80 
t-C/TJ 

16.38 
t-C/TJ 

18.71 
t-C/TJ 


